インガ・レーマー（Inga Römer）氏講演会
　　　　

『過ちやすき人間』におけるリクールのカント受容
（La réception ricœurienne de Kant dans L’Homme faillible）
日時：　　　　2016年3月9日(水)　15時～17時
場所：　　　　京都大学文学部　総合研究2号館 (地下) 第8講義室　　　　　　　（http://www.bun.kyoto-u.ac.jp/about/access/）
　　　　　　　　　主催：　　　　京都大学文学研究科宗教学専修
司会・通訳：　杉村靖彦（京都大学）
　　　　　　　　　　　
この度、ドイツのヴッパ―タイル大学代理教授のインガ・レーマー氏をお呼びし、講演会を開催することになりました。レーマー氏は、フランスとドイツの両方で学び、現象学や解釈学、カント哲学を主たる領域として研究を進めてこられました。とくに、フッサールとハイデガーの厳密な研究を介してリクールの時間論、物語論を読み直す試みは、注目すべき充実度を備えています。
今回の講演会では、リクールの隠れた重要著作である『過ちやすき人間』をとり上げ、この著作を形づくる独特のカント主義を浮かび上がらせ、その背後に働くナベール等のフランス反省哲学の伝統にも論及します。また、『時間と物語』等の後期リクールの仕事と比較することによって、この初期の著作が体現する哲学的立場の独自性を際立たせていきます。リクールの小著の精密な解釈という体裁をとりつつも、仏独の現象学やカント主義の伝統に関心をもつ方々に広く興味を持っていただけるお話になるだろうと思います。　　
なお、講演はフランス語で行われますが、講演原稿とその日本語訳を配布します。また、質疑応答は全て通訳がつきます。事前に原稿に目を通しておきたい方は、ご連絡下さればお送りいたします。ご連絡・お問い合わせは、杉村までお願いいたします（mail : ysugimura@bun.kyoto-ac.jp / tel. 075-753-2450）。
多数の方々のご来場をお待ちしております。
＊インガ・レーマー (Inga Römer) 氏略歴
ヴッパ―タール大学代理教授（理論哲学・現象学）。2010年からヴッパ―タール大学助教を務め、2015年よりラズロ・テンゲィ氏の逝去を受けて代理教授となる。博士論文ではフッサールとハイデガーおよびリクールの時間論を扱い(Das Zeitdenken bei Husserl, Heidegger und Ricoeur. Dordrecht: Springer 2010）、教授資格論文では現象学の観点からカントの実践理性を扱う(Das Begehren der reinen praktischen Vernunft. Kants Ethik in phänomenologische Sicht. Hambourg: Meiner（近刊））。その他編著、論文多数。
